
【うさぎ】→【たつ】へ ～穏やかに～  

 

 

 

 
 
◆一年前の3学期始業式で、子供たちに伝えました。 

  ね ・ うし ・ とら ・ う ・ たつ ・ み ・ うま ・ ひつじ ・ さる ・ とり ・ いぬ ・ い  

なんのこと？・・・という状態でしたが、 

「今年は、なに年ですか？」 

と聞くと、 

「うさぎ年！」 

と答える子がいました。 

 子供なりに、“なんとなく・・・”  

“どこかで 聞いた”ことのようでした。 

 

 その時に、「これ知っている？」と、絵も見せて伝えたものです。復唱、反復して・・・ 

 ・・・すると！ 覚えてしまう子供たち。その時だけ・・・？（あとで、口ずさむ子もいました） 

 先日、久しぶりに、聞いてみました。（なでしこさんの ある子に…） 

           「知ってるよ。」 

「ね・うし・とら・う・たつ・み・・・？？」 

              「うま・ひつじ・・・」 

           「さる・とり・いぬ・い～！」 

           「お父さんとお母さんは、ねずみ だよ。お姉ちゃんは、・・・」 

              「園長先生と同じだね。園長先生も、ねずみ！」 

＊家族全員の干支を知っていました。きっと、会話の中にあるのでしょうね。👏 

        経験として・・・ 『ある か ないか』  

      ※「発達 成長に合う時期」の見極め ＆ 刺激 

        ・・・なかなか 難しいことで、 

正解？ のないことかもしれません。 

        ➤親として、先生として、関わる大人たちが、 

         “愛情”（はき違えず）をもって、感覚的かつ経験を生かして、子供と 

         向き合い、“成長の過程”（結果だけでなく）を喜び合いたいものです。 

 

 いろいろあった 令和 5(2023)年でしたが、穏やかに新たな年を迎えられそうです。 

・・・よいお年をお迎えください・・・ 
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